
里地里山保全・再生の特徴的取組 個票Ａ（対象地域の概況） 

生物地理区分 ミズナラ林 
NO.128 太田町駒場 

地域区分 中山間地 

 1.山地  2.山麓部  3.丘陵・台地
都道府県 秋田県 

地形

条件 ○ 4.低地  5.その他(       ) 
 1.二次林  2.草地 ◎ 3.水田 

市 町 村 大仙市 
 4.畑 ○ 5.小川･水路 ○ 6.ため池 
 7.池沼･湿地  8.社寺林  9.人工林 

所

在

地 

集落名称等 駒場 

環境 

要素 

 10.その他（） 
環境要素（対象とする地域に含まれる環境要素） 
     ◎：面積割合が最大のもの ○：それ以外の環境要素 

 
自然環境･景観保全､国土保全関連の法指定状況 自然環境､景観､文化等の観点からの選定･評価 

  

特徴的な動植物や生息環境 対象地の景観の現状 
農業用水路・湧水：イバラトミヨ（地方名：ハリザッコ）

 
 
 

 
 

 
撮影時期：平成 22 年 4月 

写真の説明：事業で整備したイバラトミヨの保全池  

 

撮影時期：平成 22 年 4月 

写真の説明：土地改良区と駒場北地域保全会メンバーによ

る水路の保全活動、  

（年２回、保全池と水路の清掃活動実施） 

 

 

 



里地里山保全・再生の特徴的取組 個票Ｂ（取組の内容） 

NO. 128 太田町駒場 ○ 1.地域コミュニティ(集落・組合等) 
都道府県 秋田県 ○ 2.団体・企業・学校等 
市 町 村 大仙市 ◎ 3.行政による支援施策の活用 

 4.多様な主体が参加・連携する組織体 

所

在

地 集落名称 駒場 

取

組

主

体
 5.その他 

 
主な主体の名称 秋田県農林水産部、秋田県仙北平野東部土地改良区 取組 

主体 その他の主体の名称 地元農家、地元小学校、栗林酒造組合 
3.環境教育や自然体験、エコツーリズムの場としての利用 

自然観察会   
環境教育・学習

活動 
＊ 地元小学校が保全活動に参加 

里地里山体験・

環境保全 
  

農林業体験活動   
エコツアー   

○ 

その他   
4.野生動植物やその生息地の保全・管理 

目的 

●：主 

○：そ の他 

● 
取組内容 

【イバラトミヨ雄物型の保全活動】 
・協議会による保全対策の検討 
改修予定だった水路においてイバラトミヨ雄物型等の貴重な魚類が確認された

め、これらの魚類の保全活動を実施してきた。県は学識経験者からなる「農業農村

整備事業に係わる生態系保全対策検討協議会」を設立して保全対策を検討し、地権

者をはじめとした地元の関係者にも働きかけ、保全対策に関する合意形成を図った。

・生息地のネットワーク化 
 イバラトミヨが生息する湧泉、水田の区画を整えるために場所を移した代償水路、

新たな生息エリアとして整備した保全池、これらの生息地を連結する保全水路によ

る生息地のネットワーク化を図った。 
・管理体制の確立 
地元関係者が話し合い、土地改良区が水路を、自治体が保全池をそれぞれ管理す

るという役割分担を決め、持続的な管理体制を整えた。 
・魚類の移植 
地元小学校・PTAと連携し、水路改修の実施地に生息する魚類を湧泉へ移植した。
・モニタリング 
 保全対策の実施後も生息状況の調査等を実施し、対策の効果の検証・評価を行っ

ている。 
【地元酒造会社による支援】 
イバラトミヨ（ハリザッコ）が生息することが名水の証でもあることから、栗林

酒造は「ハリザッコみっけた」という名の純米吟醸酒を開発した。「ハリザッコみっ

けた」のラベルの裏にはハリザッコの姿が印刷されており、瓶の裏面から見るとい、

ハリザッコが泳いでいるように見えるデザインとなっている。「ハリザッコみっけ

た」の売り上げの一部を保全活動に役立てられている。 

連携・協働による 

取組内容・役割分担等 

秋田県農林水産部、秋田県仙北平野東部土地改良区が水路改修実施地における魚類

保全対策の計画から実施・モニタリングを実施。保全活動には地元小学校が参加し

ており、環境教育の一環にもなっている。また、酒造会社がハリザッコをシンボル

とした商品を販売し、売り上げの一部を保全活動のための資金として支援している。

取組の特徴や強調したい点 

近代的圃場整備が進む平地の水田地帯において、貴重な魚類の保全対策を有識者と

協力して検討・実施している。また、地元住民にも積極的に働きかけることで、保

全対策実施への合意形成を図った取組みである。 

  
取組の概要 イバラトミヨが生息する湧水・水路等を保全 課題グループ

事例の特性 生息地保全に必要な維持管理の継続、野生動植物生息調査 ●野生生物 

取組主体 ◎：主な主体、○：その他の主体



取組の中で他の地域の参考とな

る点 

当初は改修を行う予定だった地区において魚類保全対策を実施す

ることを決め、有識者からなる協議会を立ち上げて対策の内容を

検討した。また、積極的に地元に働きかけをし、保全対策を実施

することへの合意形成を図った。 

 


